
















要約:  出産後 1 年の女性にアンケート調査を行った。  出生体重や障害の有無に拘わら

ず、  いわゆる母性感情が見られる一方、  数は少ないが育児に支障を来す場合がある。

また産後に主として抑うつ状態に陥った患者の治療を行う中で、  周囲の理解がある場合

や患者が援助を抵抗なく受け入れる場合には経過が良好である事を認めた。  これらにつ

いて児童虐待予防の観点から考察を加えた。


